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研究成果の概要（和文）：本研究は、高等教育機関におけるインドネシア語教育のより効果的な教育カリキュラ
ムの構築を目指したものである。
本研究を通じては特に日本人学生のインドネシア留学に焦点を絞り、日本の摂南大学外国語学部学生がインドネ
シア・スラバヤのストモ博士大学文学部へ留学した場合を事例として、実際のカリキュラム運用を行っていく過
程で検討した。その結果、日本において基礎的な文法をマスターした後、留学を果たすことでより実践的な語学
運用能力を高めることができるが、留学中には「読み・書き」の一層の訓練が必要であることが明らかとなっ
た。一方で、言語の基盤となり得る文化や社会構造についての日本での学修の重要性が見出された。

研究成果の概要（英文）：This research aimed at designing a more effective curriculum for teaching 
Indonesian as a foreign language at higher institutions. The study investigated in what way the 
current curriculum had been managed for Japanese students studying in Indonesia, especially focusing
 on Setsunan University students studying at Faculty of Letters, Dr.Soetomo University in Surabaya. 
The study made clear that students can improve their practical skills when they study in Indonesia 
after they acquire the basics of Indonesian grammar. However, it is also clarified that they should 
be more trained in Indonesia so that they can develop fuller reading and writing proficiency. 
Another finding of this study is that it is extremely important, while they are in Japan, to fully 
learn about the culture and social structures of Indonesia, which serves as a foundation of 
acquiring the target language.

研究分野： インドネシア地域研究
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１．研究開始当初の背景 
日本におけるインドネシア語教育は、1907 年
発足の東洋協会専門学校（現在の拓殖大学）
に端を発し、戦前にまで遡ることができるほ
ど長い歴史を歩んできており、現在では 50
を超える大学および数百の学部でインドネ
シア語の授業が開講されている。とはいえ、
そのほとんどは第二・第三外国語として週 1
回程度学修する機会があるに過ぎない。第一
外国語（主言語科目）として週に 5回程度以
上開講している大学は、全国で 6大学に過ぎ
ず、現代における外国語教育分野においては
マイナーな存在であることは否めない。 
いっぽう、昨今のインドネシア経済の成長は
目覚ましく、人口規模が世界第４位に達する、
将来的な成長可能性の高いインドネシアに
事業所を開設している企業からの求人数は
増え続けている。しかしながら、日本全国で
インドネシア語学ぶ学生の数は減少傾向に
あり、「マイナー性」が強まり、各企業の要
望に応えられず、人材の供給と需要はアンバ
ランスな状況にある。こういった現状の背景
には、昨今、国際語としての英語の必要性が
殊更に強調され、大学生らの英語以外の外国
語学習に対するモチベーションの低下が挙
げられる。そして、より実用的な外国語学習
を求めるあまり、インドネシア語をはじめと
した「初修外国語」が敬遠される傾向にある
ことが挙げられよう。この点についてはこれ
までの研究を通じて、インドネシア語につい
ては、まずは教材整備の遅れが問題点として
挙げられている。具体的には、（１）初級教
材のばらつき、（２）中・上級者向け教材の
開発の遅れ、等である。 
しかしながら、申請者はこのような外国語教
育上の問題点のみならず、インドネシアある
いはインドネシア語に対する固定的なイメ
ージの定着が無視できないものと考えた。す
なわち、大学入学と同時にインドネシア語を
履修するに際して、個々の学生がもち得るイ
ンドネシア語あるいはインドネシア社会に
対するイメージが語学選択に多大なる影響
を与えていると考えた。また、特に最近、日
本の各大学では留学を必須条件としている
例が多くみられるが、送り出し側と受入れ側
とのカリキュラムの統合をはじめとした一
貫した教育カリキュラムの構築がなされて
いない場合がほとんどであり、いわば「一方
的な」送り出しをしているに過ぎないように
思われ、それらについて今一度、整理・確認
しておく必要があるものと認識した。 
 
２．研究の目的 
上述の「研究開始当初の背景」を踏まえ、本
研究においては高等教育における 4年間の教
育を通じて、留学を念頭に置いた際のインド
ネシア語教育カリキュラムの構築を目的と
した。 
先述のように、日本におけるインドネシア教
育の歴史はたいへん長く、戦前にまで遡るこ

とができるが、他の外国語教育の場合と比較
すると、学習者の数や教育カリキュラムの質
といった点でまだまだ未熟であることは否
めない。そこで、本研究においては、日本に
おけるインドネシア語教育上の問題点を改
めて整理し、その上でより効果的な教育手法
を探り、教育環境の整備やカリキュラム開発
へと結び付けていく。特に、全国の大学で力
が注がれている留学制度に焦点をあて、留学
先の教育カリキュラムといかに連動させて
いくのか、留学を通じてのキャリアデザイン
を踏まえたカリキュラム開発を行っていく。 
そこで、具体的にはまずは日本の高等教育機
関における、インドネシア語教育上の問題点
の抽出・整理を通じて、新たな教育カリキュ
ラムを構築する。そのカリキュラム開発にあ
たって、送り出し側の大学と受入れ側の大学
との統合カリキュラムが必須だと思われ、
「外国語教育」分野に留まらず、「地域研究」
あるいは「異文化理解教育」といった分野も
念頭に置きつつ、カリキュラム策定を行って
いく。 
また、本研究は、特に大学在学中の海外語学
留学を義務化している大学の教育カリキュ
ラムの策定に十分に有益な示唆を与えるこ
とになるものと考えた。 
 
３．研究の方法 
具体的な研究の方法として、留学の送り出し
側と受入れ側の教育カリキュラムの現状把
握を行い、問題点を抽出し、留学を念頭にお
いた4年間一貫の教育カリキュラムの策定を
行った。 
本研究においては、事例研究として、送り出
し側を摂南大学外国語学部、受入れ側をイン
ドネシア・スラバヤのストモ博士大学
（Universitas Dr.Soetomo）文学部を取り上
げ、摂南大学生の半年あるいは一年の留学を
通じて、何をどこまで獲得しているのかを明
確にし、日本とインドネシアの双方の大学の
教育内容の精査を行った。また、本研究の遂
行に際しては、インドネシアの高等教育機関
のうち、外国人向けのインドネシア語プログ
ラム（BIPA: Bahasa Indonesia bagi Penutur 
Asing）を開設している諸機関の教育カリキ
ュラム編成を参考にし、開講科目それぞれの
目的と科目間の相互補完状況を確認した。 
 
４．研究成果 
本研究は、高等教育機関におけるインドネシ
ア語教育のより効果的な教育カリキュラム
の構築を目指したものである。 
まず初年度は、外国語教育関連の基礎文献の
収集および先行研究の整理を行い、合わせて
日本の高等教育機関（摂南大学）のインドネ
シア語教育カリキュラムの問題点を抽出し
た。日本における教育においては、語学教育
の場合は体系的なカリキュラム編成となっ
ているが、現地に関しての知識の欠如により
教育内容に限界が生まれていることが明ら



かとなった。 
2 年目においては、日本とインドネシアの高
等教育機関間における連携協定締結の実態
を把握し、インドネシア・スラバヤのストモ
博士大学とジャカルタの LIA 外国語大学
(STBA LIA)において視察を行った。現在、日
本の多くの大学がインドネシアの大学と連
携協定を締結しているが、そのほとんどは特
に理科系の学部・大学であり、特にインドネ
シア人学生の受入に伴うものであり、日本人
学生がインドネシアへ留学することを目的
としている例は少ないことが明らかとなっ
た。 
3 年目には、摂南大学とストモ博士大学のイ
ンドネシア語教育カリキュラムの現状を把
握した。それを通じて、双方向的な一貫した
教育カリキュラムになっていない部分など、
問題点が浮かび上がった。 
最終年度においては、これまでの研究成果を
踏まえ、留学を念頭に置いた 4年間一貫のイ
ンドネシア語教育カリキュラムの策定を行
った。その際、インドネシア語教育カリキュ
ラム策定においては、単に「語学教育」分野
だけに限らず、「地域研究」的視点、すなわ
ち、インドネシアの社会・文化構造や自然環
境、歴史的背景を踏まえることが重要である
点が明らかとなった。また、送り出し側大学
においては、受入れ側大学に「お任せ」する
のではなく、一貫したカリキュラムとなるよ
う、外国語教育の分野に留まらず、インドネ
シア語やインドネシアに対する固定的なイ
メージを柔軟にしていくことが肝要だとし
た。そして、研究の総括として、インドネシ
ア 語 に よ る 成 果 、 Kurikulum Bahasa 
Indonesia bagi Pembelajar Asing dalam 
Bingkai Kerjasama antar Perguruan Tinggi
を公刊した。 
本研究は、単にインドネシア語教育分野に留
まらず、外国語教育全般にわたって有益な示
唆を与えることができよう。 
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